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令和３年３月２日（火曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第３号 令和２年度上山市一般会計補正予算（第１５号） 

 議第４号 令和２年度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議第５号 令和２年度上山市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１５人） 

       谷  江  正  照  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       髙  橋  要  市  委員         棚  井  裕  一  委員 

       尾  形  み ち 子  委員         長  澤  長右衛門  委員 

       川  口     豊  委員         中  川  と み 子  委員 

       神  保  光  一  委員         枝  松  直  樹  委員 

       川  崎  朋  巳  委員         髙  橋  義  明  委員 

       大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

木  村  昌  光 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  佐  藤     毅 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 
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秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

午後 １時００分 開 会 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○棚井裕一委員長 出席委員は定足数に達して

おりますので、これより予算特別委員会を開会

いたします。 

 今期定例会において当予算特別委員会に付託

されました案件は、令和２年度の補正予算３件

及び令和３年度予算９件であります。 

 初めに、審査の日程についてお諮りいたしま

す。 

 本日は、令和２年度の補正予算３件を審査し、

５日、８日及び９日の３日間で、令和３年度の

各会計予算９件を審査いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいまお諮りいたしましたとおり、

本日は、令和２年度の補正予算を審査し、５日、

８日及び９日の３日間は、令和３年度予算の審

査を行うことに決しました。 

 なお、審査は、各委員のお手元に配付してお

ります審査予定表のとおり進めることにいたし

たいと思いますので、御了承の上、御協力をお

願いいたします。 

 次に、審査の順序でありますが、議案番号の

順に進めたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいまお諮りいたしましたとおり

審査することに決しました。 

 これより直ちに審査に入ります。 
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 議第３号 令和２年度上山市一般会 

      計補正予算（第１５号） 

 

○棚井裕一委員長 議第３号令和２年度上山市

一般会計補正予算（第１５号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第３

号令和２年度上山市一般会計補正予算（第１５

号）につきまして御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の一般会計補正予算（第１

５号）は、次に定めるところによるものであり

ます。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ６億２，３００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ２００億５,０５０万円とするものであり

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追

加及び変更は、「第２表繰越明許費補正」によ

るものであります。 

 債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為

の追加は、「第３表債務負担行為補正」による

ものであります。 

 地方債の補正、第４条、地方債の追加及び変

更は、「第４表地方債補正」によるものであり

ます。 

 それでは、歳入歳出予算補正について御説明

申し上げますので、２ページ、３ページをお開

き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正について、最初に歳

入から申し上げます。 

 １款市税は４４６万円を増額し、補正後の額

を３６億３,９２１万円とするものであります

が、１項市民税で２,３００万円の増、５項入

湯税で１,８５４万円の減によるものでありま

す。 

 １１款地方交付税は２億３,０７２万７，０

００円を増額し、補正後の額を３９億８,０７

２万７,０００円とするものであります。 

 １３款分担金及び負担金は４８２万５，００

０円を減額し、補正後の額を７,３３２万８,０

００円とするものでありますが、１項分担金の

減によるものであります。 

 １５款国庫支出金は６億３,００７万２，０

００円を増額し、補正後の額を５４億９,２６

０万円とするものでありますが、１項国庫負担

金で２,２５３万１,０００円、２項国庫補助金

で６億７５４万１，０００円の増によるもので

あります。 

 １６款県支出金は２，７１４万円を減額し、

補正後の額を１０億３,９３７万円とするもの

でありますが、１項県負担金で２,７８０万２，

０００円の増、２項県補助金で５,４９４万２，

０００円の減によるものであります。 

 １８款寄附金は２,１２０万９,０００円を増

額し、補正後の額を１９億８,３３０万９,００

０円とするものであります。 

 １９款繰入金は２億２，２４０万３，０００

円を減額し、補正後の額を３億５,０６７万８，

０００円とするものであります。 

 ２２款市債は９１０万円を減額し、補正後の
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額を９億４,３３０万円とするものであります。 

 以上の結果、歳入合計では６億２,３００万

円を増額し、補正後の歳入合計を２００億５,

０５０万円とするものであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、３ペ

ージを御覧ください。 

 ２款総務費は３億８６７万６,０００円を増

額し、補正後の額を５９億４,０３２万１，０

００円とするものでありますが、１項総務管理

費で２億８,５６３万円、５項統計調査費で２,

３０４万６,０００円の増によるものでありま

す。 

 ３款民生費は１,０６９万３，０００円を増

額し、補正後の額を４８億２,３４８万５，０

００円とするものでありますが、１項社会福祉

費の増によるものであります。 

 ４款衛生費は７,４１４万円を増額し、補正

後の額を１０億２,６９２万２，０００円とす

るものでありますが、１項保健衛生費で１億８

００万円の増、２項清掃費で３,３８６万円の

減によるものであります。 

 ５款労働費は３,０００万円を減額し、補正

後の額を６,３１６万５,０００円とするもので

あります。 

 ６款農林水産業費は４０９万７，０００円を

増額し、補正後の額を５億２，６８５万６，０

００円とするものでありますが、１項農業費の

増によるものであります。 

 ７款商工費は３,８４０万円を増額し、補正

後の額を１８億５,９１２万５，０００円とす

るものであります。 

 ８款土木費は２億８５７万４，０００円を増

額し、補正後の額を１３億８,００６万９，０

００円とするものでありますが、２項道路橋梁

費の増によるものであります。 

 ９款消防費は１,５００万円を増額し、補正

後の額を６億８,８２９万６，０００円とする

ものであります。 

 １０款教育費は１，１２２万円を増額し、補

正後の額を１７億７,２７８万円とするもので

ありますが、１項教育総務費の増によるもので

あります。 

 １１款災害復旧費は１,７８０万円を減額し、

補正後の額を１億４,０４６万１,０００円とす

るものでありますが、１項農林水産業施設災害

復旧費の減によるものであります。 

 次のページ、４ページをお開きください。 

 以上の結果、歳出合計では６億２,３００万

円を増額し、補正後の歳出合計を２００億５,

０５０万円とするものであります。 

 次に、事項別明細書につきまして御説明申し

上げます。 

 最初に、歳出から御説明申し上げますので、

１７ページ、１８ページをお開きください。 

 ２款総務費１項総務管理費５目財産管理費は

２億９,２００万円の増でありますが、基金積

立てによるものであります。 

 その内容は、公共施設の計画的な改修及び解

体を進めるため、公共施設等保全整備基金に２

億２,０００万円、財政運営の安定化のため、

減債基金に７,２００万円を積み立てるもので

あります。 

 ８目市民生活対策費は６３７万円の減であり

ますが、防災対策推進費で、防災ラジオ購入で

消防庁より無償貸与を受けられることによる減

額と、明治安田生命保険相互会社山形支社と山

形信用金庫上山信金会から頂いた寄附金５０万

９,０００円を新型コロナウイルス感染症対策

費（感染防止対策）の事業費に充当するため、

財源更正を行うものであります。 
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 ５項統計調査費３目地籍調査費は２,３０４

万６，０００円の増でありますが、国の補正予

算を活用し、令和３年度に実施する地籍調査の

一部を前倒しして予算措置し、令和３年度に繰

り越すものであります。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務

費は４５３万２，０００円の増でありますが、

国民健康保険特別会計繰出金を増額するもので

あります。 

 ２目障がい者福祉費は４,５０４万１,０００

円の増でありますが、地域生活支援事業費で障

がい福祉サービスにおける日常生活用具給付の

増加に伴い扶助費を増額し、障がい福祉サービ

ス給付費でサービス利用者の増加により扶助費

等を増額するものであります。 

 ３目高齢者福祉費は３,８８８万円の減であ

りますが、介護保険特別会計繰出金で介護給付

費などの決算見込みにより減額するものであり

ます。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費は、補正

額はゼロでありますが、総合子どもセンター事

業費で、施設の防水対策に一般社団法人生命保

険協会山形県協会から頂いた寄附金１０万円を

充当すること、また、空調設備改修工事に充当

する地方債借入れを減額し、一般財源３,８０

０万円を充当することによる財源更正を行うも

のであります。 

 次のページ、１９、２０ページをお開きくだ

さい。 

 ４款衛生費１項保健衛生費２目予防費は、補

正額はゼロでありますが、予防事業費で新型コ

ロナウイルスワクチン接種に係る経費が全額国

庫負担となることから、財源更正を行うもので

あります。 

 ３目保健衛生施設費は１億８００万円の増額

でありますが、保健センター管理費で、保健セ

ンター改修工事費を措置するものであります。 

 ２項清掃費１目清掃総務費は３,３８６万円

の減でありますが、清掃総務費で、山形広域環

境事務組合の決算見込みにより負担金を減額す

るものであります。 

 ５款１項労働費１目労働諸費は３,０００万

円の減でありますが、新型コロナウイルス感染

症対策費（雇用維持）で、国の雇用調整助成金

に本市が上乗せして助成した事業などの決算見

込みにより減額するものであります。 

 ６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費

は１８２万７,０００円の減でありますが、有

害鳥獣対策事業費では、イノシシの捕獲頭数の

増加に伴い有害鳥獣捕獲奨励金を増額、一方、

強い農業・担い手づくり総合支援事業費では、

農業用機械等の取得に対する補助金の確定によ

り減額するものであります。 

 ５目農地費は５９２万４,０００円の増であ

りますが、農地整備事業費で、県事業である松

沢地区農地整備事業及び権現堂地区農村地域防

災減災事業が計画を前倒しして実施されること

に伴い、市負担金を増額するものであります。

一方、中山間直接支払事業費では、決算見込み

により減額、多面的機能支払事業費では、全国

的な組織数の増加により資源向上支払（長寿命

化）交付金が減額調整されるため、多面的機能

支払交付金事業費補助金を減額するものであり

ます。 

 ７款１項商工費２目商工業振興費は３,８４

０万円の増でありますが、予算書説明欄に記載

した４事業のうち、３つ目まではいずれも新型

コロナウイルス感染症対策費の決算見込みによ

り事業費を補正するとともに、一般財源を減額

し、国から交付される新型コロナウイルス感染



－１２０－ 

症対応地方創生臨時交付金を充当するなどの財

源更正を行うものであります。 

 なお、この交付金の名称については、以下臨

時交付金と呼ぶことにします。 

 最初に、新型コロナウイルス感染症対策費

（経営維持）では、市内商工業者に対して実施

した利子補給補助金、緊急経営改善支援金、製

造業等持続化支援金などの支援事業の減額と財

源更正であります。 

 ２つ目の新型コロナウイルス感染症対策費

（消費喚起）では、補正額はゼロでありますが、

プレミアム付商品券発行事業に臨時交付金を充

当するなどの財源更正であります。 

 ３つ目の新型コロナウイルス感染症対策費

（新生活様式対応）では、新・生活様式対応支

援補助金の減額と財源更正であります。 

 ４つ目の基金積立金は、利子補給等の支援事

業に対する今後５年分の財源とするため、臨時

交付金を活用して新たに設置する新型コロナウ

イルス感染症対策金融支援基金に１億２，００

０万円を積み立てるものであります。 

 次のページ、２１、２２ページをお開きくだ

さい。 

 ４目観光物産費は、補正額はゼロであります

が、財源更正を行うものであります。新型コロ

ナウイルス感染症対策費（経営維持）では、宿

泊施設に入湯税相当の支援金を交付した事業に

臨時交付金を充当すること、新型コロナウイル

ス感染症対策費（受入環境整備）では、観光団

体が実施する衛生対策物品購入や情報発信等の

取組への支援事業に臨時交付金を充当しないこ

とによるものであります。 

 ５目観光施設費は、補正額はゼロであります

が、蔵王高原観光施設管理費でスキー場管理セ

ンター・パトロール詰所の施設解体工事で地方

債借入れを行わず、一般財源を充当する財源更

正を行うものであります。 

 ８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費は

４，０００万円の増でありますが、除雪対策費

で、今後の山間部での除排雪出動を考慮して委

託料を増額するものであります。 

 ３目道路新設改良費は３６７万６,０００円

の減でありますが、市単独道路整備事業費で、

地方債の借入れを減額する財源更正を行い、県

道路整備事業負担金で、県の道路整備事業費の

確定により負担金３６７万６,０００円を減額

するものであります。 

 ４目社会資本整備総合交付金事業費は１億７,

２２５万円の増でありますが、道路事業費で、

国の補正予算を活用して高松石曽根線の側溝改

良工事や赤坂揚橋線の舗装改良工事ほかの事業

を実施するものであります。 

 ５項住宅費２目住宅支援費は、補正額はゼロ

でありますが、住宅リフォーム支援事業費で、

県の補助事業に該当せず、市単独での補助とな

った案件について、県支出金から一般財源へ財

源更正するものであります。 

 ９款１項消防費３目消防施設費は１,５００

万円の増でありますが、市単独消防施設整備事

業費で、消防庁舎増築等について、事業費の増

嵩による増額補正と臨時交付金を充当する財源

更正を行い、高規格救急自動車購入について、

事業費の補正はありませんが、地方債借入れを

減額する財源更正を行うものであります。 

 １０款教育費１項教育総務費１目教育委員会

費は２０万円の増でありますが、委員会運営費

で上山市医師会ほかから育英事業に対する指定

寄附を頂いたことから、奨学金貸付基金への繰

出金を措置するものであります。 

 ２目教育指導費は１,１０２万円の増であり
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ますが、教育支援充実事業費で、臨時交付金を

活用して小中学生へ配付するタブレットを活用

した学習支援サービスの提供に要する経費を措

置するものであります。 

 次のページ、２３、２４ページをお開きくだ

さい。 

 ２項小学校費２目教育振興費及び３項中学校

費２目教育振興費は、補正額はゼロであります

が、それぞれの教育機器整備事業費で、小中学

校児童生徒に配付するタブレット型ＰＣの購入

等に臨時交付金を充当するとともに、ふるさと

納税基金から繰入れをしない財源更正を行うも

のであります。 

 ４項１目学校給食費は、補正額はゼロであり

ますが、給食センター管理費で、ＪＡやまがた

酪農部会から牛乳消費拡大のために頂いた寄附

金を充当する財源更正を行うものであります。 

 ５項社会教育費２目公民館費は、補正額はゼ

ロでありますが、公民館整備事業費で、北部地

区公民館改修工事に臨時交付金の充当を増額す

る財源更正を行うものであります。 

 ６項保健体育費３目体育施設費は、補正額は

ゼロでありますが、体育施設等整備事業費で、

総合運動広場テニスコート改修事業の財源で地

方債の借入れを減額し、一般財源を充当する財

源更正を行うものであります。 

 １１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復

旧費１目農業用施設災害復旧費は１,７８０万

円の減でありますが、農業用施設災害復旧事業

費（補助）で、令和２年７月豪雨災害で被災し

た宮脇地内の頭首工復旧工事が、県事業として

実施されることから、事業費を減額するもので

あります。 

 ２項土木施設災害復旧費１目単独土木施設災

害復旧費は、補正額はゼロでありますが、単独

土木施設災害復旧事業費で、令和２年７月豪雨

災害の被害に対する災害復旧費に、株式会社お

ーばん、日本共産党中央委員会、東京上山会か

ら頂いた寄附金を充当する財源更正を行うもの

であります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げます。 

 前に戻りまして、１１、１２ページをお開き

ください。 

 最初に、１款市税１項市民税１目個人は２,

３００万円の増でありますが、個人所得が当初

見込みを上回ったことなどによるものでありま

す。 

 ５項１目入湯税は１,８５４万円の減であり

ますが、コロナ禍での入湯客数の減少によるも

のであります。 

 １１款１項地方交付税１目地方交付税は２億

３,０７２万７，０００円の増でありますが、

普通交付税の交付額の確定によるものでありま

す。 

 １３款分担金及び負担金１項分担金２目災害

復旧費分担金は４８２万５,０００円の減であ

りますが、令和２年７月豪雨災害で被災した宮

脇地内頭首工復旧について、県の災害復旧工事

として実施されることに伴い、分担金を減額す

るものであります。 

 １５款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費

国庫負担金は２,２５３万１，０００円の増で

ありますが、障がい福祉サービスにおける扶助

費への国負担金である障がい者自立支援給付費

負担金と介護保険特別会計繰出金の財源となる

低所得者保険料軽減分の国負担金である低所得

者保険料軽減負担金をいずれも増額計上するも

のであります。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は５億



－１２２－ 

６１８万７,０００円の増でありますが、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

の２次交付金の充当残と３次交付金の一部を計

上するものであります。 

 なお、３次交付金の充当残については令和３

年度予算で計上する予定であります。 

 ２目民生費国庫補助金は８９万５，０００円

の増でありますが、日常生活用具給付等に対す

る国庫補助金である地域生活支援事業費補助金

を増額計上するものであります。 

 ３目衛生費国庫補助金は１,６３０万３，０

００円の増でありますが、新型コロナウイルス

ワクチン接種体制確保事業費補助金を計上する

ものであります。 

 ５目土木費国庫補助金は８,４１５万６,００

０円の増でありますが、国の補正予算等を活用

して道路事業に充当する社会資本整備総合交付

金を増額計上するものであります。 

 １６款県支出金１項県負担金１目総務費県負

担金は１,６５３万７,０００円の増であります

が、国の補正予算を活用して地籍調査事業負担

金を増額計上し、地籍調査事業の進捗を早める

ものであります。 

 ２目民生費県負担金は１，１２６万５,００

０円の増でありますが、障がい福祉サービスに

おける扶助費への県負担金である障がい者自立

支援給付費負担金と介護保険特別会計繰出金の

財源となる低所得者保険料軽減分の県負担金で

ある低所得者保険料軽減負担金を増額計上する

ものであります。 

 次のページ、１３、１４ページをお開きくだ

さい。 

 ２項県補助金２目民生費県補助金は４４万７,

０００円の増でありますが、日常生活用具給付

等に対する県補助金である地域生活支援事業費

補助金を増額計上するものであります。 

 ４目農林水産業費県補助金は２,５６４万７,

０００円の減でありますが、強い農業・担い手

づくり総合支援事業費補助金、耕地災害復旧事

業補助金、中山間地域等直接支払交付金、多面

的機能支払交付金で、いずれも事業費の確定等

により減額するものであります。 

 ５目土木費県補助金は６２９万２，０００円

の減でありますが、実績見込みにより住宅リフ

ォーム総合支援事業費補助金を減額するもので

あります。 

 ７目商工費県補助金は１，９７５万円の減で

ありますが、新型コロナウイルス感染症に係る

補助金である中小企業緊急災害対策利子補給補

助金及び新・生活様式対応支援補助金のいずれ

も実績見込みにより減額するものであります。 

 ８目労働費県補助金は３７０万円の減であり

ますが、新型コロナウイルス感染症対策に係る

補助金である雇用調整助成金申請代行補助金を

実績見込みにより減額するものであります。 

 １８款１項寄附金１目寄附金は２,１２０万

９,０００円の増でありますが、一般寄附金の

２，０００万円は上山市観光物産協会からの寄

附金であります。令和３年度に観光振興事業に

活用してまいります。指定寄附金１２０万９,

０００円は、歳出で御説明した方々より頂いた

ものであります。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は２億２，

２４０万３，０００円の減でありますが、財政

状況を勘案し、財政調整基金取りくずしとふる

さと納税基金取りくずしのいずれも基金の取り

くずしを減額するものであります。 

 ２２款１項市債１目総務債は５００万円の減

でありますが、市費による防災ラジオ購入の減

によるものであります。 
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 ２目民生債は３,８１０万円の減であります

が、総合子どもセンター空調設備改修工事の財

源である地方債借入れの減額によるものであり

ます。 

 ３目農林水産業債は２,０１０万円の増であ

りますが、国の補正予算を活用し、松沢地区農

地整備事業等に係る県営土地改良事業負担金を

増額計上するものであります。 

 ４目商工債は４５０万円の減でありますが、

蔵王高原坊平のスキー場管理センター・パトロ

ール詰所の施設解体工事について地方債借入れ

をやめることによるものであります。 

 ５目土木債は３,６７０万円の増であります

が、市単独道路整備事業、県道路整備事業負担

金については、事業費の確定等により減額し、

社会資本整備総合交付金事業については、国の

補正予算の活用等により増額計上するものであ

ります。 

 ６目消防債は２,２４０万円の減であります

が、高規格救急自動車購入に係る地方債を減額

することによるものであります。 

 ７目教育債は３,１７０万円の減であります

が、総合運動広場テニスコート改修事業に係る

地方債を減額することによるものであります。 

 次のページ、１５、１６ページをお開きくだ

さい。 

 ８目災害復旧債は４２０万円の減であります

が、農業用施設災害復旧事業が県事業となった

ことによるものであります。 

 １０目減収補てん債は４,０００万円の皆増

でありますが、地方消費税交付金、たばこ税、

地方揮発油譲与税の減収に対応して新たに発行

するものであります。 

 なお、元利償還金の７５％、一部は１００％

が後年度に普通交付税に算入されるものであり

ます。 

 次に、第２表繰越明許費補正について御説明

申し上げますので、前に戻りまして５ページを

お開きください。 

 このたびの補正は、追加７件、変更１件であ

ります。 

 最初に追加７事業について申し上げます。 

 ２款総務費５項統計調査費で、地籍調査費の

２,３０４万６，０００円は、国の補正予算を

活用し、令和２年度で事業費を措置し、繰り越

すものであります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費で、保健センター

管理費の１億９３９万円は、保健センターの改

修工事の年度内完了が困難であることから、繰

り越すものであります。 

 ７款１項商工費で、インバウンド推進事業費

の９９３万８,０００円は、新型コロナウイル

ス感染症の影響で実施できなかった事業を繰り

越すものであります。 

 ８款土木費２項道路橋梁費で、道路事業費の

２億２,６００万円は、高松石曽根線排水対策

工事及び橋梁補修工事等について、いずれも年

度内完了が困難であることから繰り越すもので

あります。 

 ５項住宅費、空家等対策事業費の７３０万円

は、特定危険空家である旧トキワ館解体事業の

年度内完了が困難であることから繰り越すもの

であります。 

 １０款教育費１項教育総務費、教育支援充実

事業費の１,１０２万円は、学習支援サービス

の提供が年度内に実施困難であることから繰り

越すものであります。 

 ５項社会教育費、公民館整備事業費の６,５

２０万円は、北部地区公民館の改修工事及び宮

生地区公民館の空調設備設置工事のいずれも年
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度内完了が困難であることから繰り越すもので

あります。 

 続いて、変更であります。 

 ９款１項消防費、市単独消防施設整備事業費

は、補正前８,０００万円を９,５００万円に増

額するものであります。 

 次に、第３表債務負担行為補正について御説

明いたします。 

 このたびの補正は、追加１件であります。立

地適正化計画策定業務について、期間は、令和

３年度１年間で、限度額を２５０万円と定める

ものであります。 

 次に、第４表地方債補正について御説明いた

します。 

 ６ページをお開きください。 

 このたびは、追加１件、変更８件であります。 

 最初に、追加でありますが、起債の目的は減

収補てん債、限度額を４，０００万円とし、起

債の方法は普通貸借又は証券発行によるものと

し、利率は借入先との協定によるものでありま

す。ただし、利率見直し方式で借り入れる資金

について、利率の見直しを行った後においては、

当該見直し後の利率とするものであります。 

 償還の方法は、借入先の融資条件によるとす

るものであります。ただし、財政上の都合によ

り、据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上

償還もしくは低利に借換えすることができると

するものであります。 

 続いて、変更であります。いずれも限度額の

変更であります。 

 防災設備整備事業は、防災ラジオ購入の財源

５００万円を減額し、補正後の限度額を１２０

万円とするものであります。 

 子育て支援施設整備事業は、総合子どもセン

ターの空調設備改修工事で、財源更正により３,

８１０万円を減額し、補正後の限度額を９２０

万円とするものであります。 

 農業施設整備事業は、松沢地区農地整備事業

の前倒し等により、２,０１０万円を増額し、

補正後の限度額を３,７５０万円とするもので

あります。 

 道路橋梁整備事業は、県道路整備事業負担金

の事業費確定及び市単独道路整備事業費の財源

更正による減額分と国の補正を活用した社会資

本整備総合交付金事業による道路橋梁整備費の

増額分等を合わせた結果、３,６７０万円を増

額し、補正後の限度額を２億２,０８０万円と

するものであります。 

 消防施設・設備整備事業は、高規格救急自動

車購入の財源更正により２,２４０万円を減額

し、補正後の限度額を８,４３０万円とするも

のであります。 

 体育施設整備事業は、総合運動広場テニスコ

ート改修事業の財源更正により３,１７０万円

を減額し、補正後の限度額を１,０５０万円と

するものであります。 

 農業用施設災害復旧事業は、事業が県事業と

なったことにより４２０万円を皆減とするもの

であります。 

 公共施設除却事業は、観光施設解体工事の財

源更正により４５０万円を皆減とするものであ

ります。 

 その結果、地方債全体では、補正後の限度額

を９億４,３３０万円とするものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○棚井裕一委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入、歳出を区分し、繰越明許費、

債務負担行為及び地方債は歳入と併せて行いま

す。 
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 初めに、歳出からの質疑とし、２款総務費、

３款民生費についての質疑、発言を許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、４款衛生費、５款労働費についての質

疑、発言を許します。尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 ４款衛生費３目保健衛生施

設費についてお尋ねいたします。 

 市民の健康増進の要でもある保健センターの

改修工事というようなことで説明をいただきま

したけれども、これからの改修工事の内容、そ

れからスケジュール等もお尋ねいたします。 

 このほか、利用が多い保健センターなので、

利用の頻度などもちょっと分かるのでしたらお

示しください。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 保健センターの改修

につきましては、内容としまして、今回は外壁

の塗装改修、屋上笠木及び防水シートの改修、

待合室床下修繕、給排水管改修、照明のＬＥＤ

化、感知式水栓改修、アスベスト含有物の除去、

処分が主な内容になります。 

 スケジュールとしましては、令和３年４月か

らおよそ１年間かけて改修を実施してまいりた

いと考えております。 

 また、利用実績につきましては、１年間で大

体およそ９，０００人の方々が利用をしている

という状況でございます。 

○棚井裕一委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 これから１年間をかけてこ

の工事が行われるというようなことであります。

私は以前に一般質問をさせていただいたときに、

建て替えが順当ではないかと。保健センターは、

今言ったように、重要な市民の健康推進の要で

あるというようなことも申し上げていたところ

でございます。 

 そういったことも含めて、実はちょっと細か

くて申し訳ないんですけれども、施設内も当然

この中に入れていただきたいなということがご

ざいます。課長が御存じであるか、市長が御存

じであるかどうか分かりませんけれども、保健

センターの看板、もう既に私平成１５年にその

指摘をしまして、平成１７年に直しをしたわけ

ですけれども、支柱がもうさびて、ちょっと寄

りかかった前のめりになっておりまして、そう

いったこともあって、保健センターの字が見づ

らいというようなことがあります。 

 そういったことも含めて、こういうことも検

討していただくというのが、これは当然のこと

なのかなというふうに思っているんです。それ

と併せて、２階に上がる調理部門、食生活改善

というようなことで、いろんな推進員がそちら

のほうの調理室へ、令和２年はコロナ禍で全く

調理は中止というようなことでありますけれど

も、今後もやはりこの調理場もとても大事な食

育の観点からも必要な場所でもあります。 

 食生活改善委員も大変高齢化になっていて、

人数も減少しているというようなところであり

ますので、そういったところも考慮していただ

くというようなことで申し上げているんですけ

れども、その辺のところの改修というものに対

してはいかがな見解でしょうか。 

 それから、１年間どのような形で保健センタ

ーが使用できない場合のことも含めて対応をお

願いします。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 今回の改修整備につ

きましては、これまでそもそも年次計画で長寿

命化のために改修を計画してきたところを、こ

のたびのコロナの臨時交付金を活用しまして、
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このたび一括で改修をすることによりまして、

感染症対策をしながら今後も安全に、可能な限

り長期に使用する改修に限って行うものでござ

います。 

 委員からありました調理室の利用しやすいよ

うな内容につきましては、今後、個々に可能な

ものから考えていく必要があるかと思っており

ます。 

 保健センターの看板につきましては、この改

修工事内か、それ以外でやるかは別としまして

検討してまいりたいと思います。 

 工期内の利用につきましては、この施設につ

きましては、不特定多数の市民に貸し出す施設

ではありませんので、まずは庁内各課のほうに

は既にお知らせしておりまして、１年間の計画

をそれぞれで場所を確保するように調整してい

く予定です。 

○棚井裕一委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 今の課長の発言だと、今回

のコロナ対策の交付金で直すと、改修工事が行

われるんだというようなことではありますけれ

ども、先ほど申し上げましたように、やはりか

なり多い利用者は、利用頻度が９,０００人と

いいますけれども、やはりこの場合、年次計画

ももちろん大事なことだったので、それは当然

すべきことだというふうには思っております。 

 それは市民の健康推進というようなもちろん

大事なところであります。そのためにも、今、

申し上げたものをやっぱり早急にするというこ

とが市民の感覚なんですけれども、そのことに

関して、ここ１年、２年というようなことの年

次計画は立てていらっしゃるのかお示しくださ

い。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 早急にすべきものは、

今回の改修内容に全て含まれていると考えてお

ります。 

○棚井裕一委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 このたびのコロナ禍で、保

健センターが重要であるというようなことを多

分皆さん再認識したというふうに思っておりま

す。センターに関しては、これからも改修とい

うよりも建て替えというふうに私はもう言って

いますので、それも含めてこれから私も質問さ

せていただきたいと思います。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

谷江正照委員。 

○谷江正照委員 保健センターの部分に関して

同じく御質問いたします。 

 現在の保健センターは、入り口部分のバリア

フリーに少々問題があると私は考えております。

そういった部分の改修もしっかりなされるのか。 

 それからあと、これから進む男女共同参画に

おける子育ての場面としての保健センターの施

設の内容が、このような男女が共同で参画でき

るような子育て支援に通じるような内容になる

のか確認したいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 まず１点目、入り口

のバリアフリー化につきましては、トイレのバ

リアフリーと併せまして、現在、令和３年度の

別の補助事業を申請する予定でございますので、

今回の改修には入れておりませんが、令和３年

度補助金の採択、不採択にかかわらず、令和３

年度の補正予算で措置させていただければと思

っております。 

 ２点目の男女共同参画の改修が具体的にどう

いうものかはなかなかイメージが分からないん

ですが、先ほども申し上げましたとおり、今回
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の改修につきましては、年次計画で行う予定で

あった改修について臨時交付金を活用して、ま

ず最低限の長寿命化、長期に安全に利用するた

めに改修するというものでございますので、そ

の点の改修をするというものであります。 

○棚井裕一委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 ぜひ保健センターに健診に連

れていく際に、お父さんが連れていくこともあ

ったり、これからジェンダーの多様性なども出

てくる社会が来ておりますので、そういったこ

とに十分対応できるような施設にしていただき

たいということで、要望でよろしくお願いいた

します。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

中川とみ子委員。 

○中川とみ子委員 ４款２目予防費について伺

います。 

 補正はゼロになっておりますが、今、コロナ

ワクチンのことで確認させていただきます。医

師会の話合いも進んでいると思うんですが、今

の進捗状況、お知らせできるものがありました

ら、お願いいたします。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 新型コロナウイルス

ワクチンの予防接種の進捗ということでござい

ますが、現在、優先接種者の第１位の医療従事

者について、全国的に接種が始まっているとこ

ろでございます。聞き及ぶところによりますと、

今週中に本県にもワクチンが発送されていると

いう状況でございますが、本市分が含まれてい

るかどうかは把握はできておりません。 

 なお、本市における一般住民の優先順位の高

齢者の接種につきましては、報道でも出されて

いるとおり、現時点では早くとも４月２６日の

週ぐらいをめどに現在、準備を進めているとこ

ろでございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、６款農林水産業費、７款商工費につい

ての質疑、発言を許します。長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ６款農林水産業費３目農

業振興費で伺います。 

 今年度のイノシシ捕獲数が間もなく６００頭

の捕獲と聞いております。本当に猟友会の皆様

には敬意を表したいと思っています。それで、

そのうち幼獣の捕獲数は何頭ぐらいあったのか

お示しをいただきたいと思います。 

○棚井裕一委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 現在、２月末時

点ではイノシシ５６９頭という頭数が捕獲され

ております。幼獣につきましては、５０頭とい

うことでございます。 

○棚井裕一委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 それで、幼獣と成獣の捕

獲奨励金の差が今あるわけですけれども、その

訳というのはどういう訳でその差があるのか、

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○棚井裕一委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 国のほうの捕獲

奨励金につきましては、成獣、幼獣というふう

に分かれておりまして、成獣が、イノシシの場

合ですと夏期の有害捕獲で７,０００円、幼獣

ですと１,０００円というふうになっておりま

す。当市としましても、その辺を勘案して幼獣

と成獣を差をつけているような状況になってご

ざいます。 

○棚井裕一委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ちょっとある筋に聞けば、

その差があるというのは上山市と山形市だけだ
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というような話も聞いたわけであります。やっ

ぱり正直言って成獣と幼獣というのは捕獲する

のに何の差もないんですよ。それで、逆にウリ

坊ですから、幼獣を仕留めるということはなか

なか勇気も要るんです。だから、やった人でな

いと分からないとは思うんですが、だから、そ

この差が必要ないような私は気がしているもの

ですから、検討していただきたいと思います。 

○棚井裕一委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 今年度、近隣市

町の幼獣、成獣の捕獲奨励金について調べてお

るんですが、幼獣、成獣ともにイノシシの場合

ですけれども、同額というのは南陽市だけにな

っております。山形市も含めて近隣市では差が

あるというような状況で認識しておりますけれ

ども、なお、その金額については、各市町で差

がございますので、金額については、今後とも

検討してまいりたいと考えております。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、８款土木費、９款消防費についての質

疑、発言を許します。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 ９款消防費について伺います。 

 １,５００万円の補正増額ですが、当初は第

２表の変更を見ると８,０００万円だったと、

８,０００万円が９,５００万円になると、こう

いう理由をお伺いします。 

○棚井裕一委員長 消防長。 

○佐藤浩章消防長 ２月１日ですが、入札で不

落になった経緯がありまして、それで各関係課

とも検討しながら、単価の見直しを行いまして、

それで、こういった設計価格を増額した形にな

ります。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 入札が不調になった、その原

因はどうも設計単価が低かったと。責任は設計

事務所にあるということですか。 

○棚井裕一委員長 消防長。 

○佐藤浩章消防長 こちらのほうの市との設計

価格の設定の仕方に相違があったというように、

結果として言わざるを得ないというようなとこ

ろでございます。設計については、当然ながら

設計の間取りとか、構造とか、そういうものの

変更もないですし、こちらのほうでお願いして

いるわけですので、その単価関係の価格の計算

がコミュニケーション、要するによく市場価格

を勉強しなかったということもあると思います。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 分かりました。積算を設計事

務所が十分に精査していなかったことに対して

市のチェックが働かなかったと、結論的にはそ

ういうふうになると思うんですね。 

 ですから、これはいろんな場面、市の発注す

る公共事業全てにおいて言えることだと思うん

ですが、ぜひこういったことが繰り返されない

ように、そして、この設計者どこだか分かりま

せんが、市内には結構信頼できる設計事務所

多々あるわけでありますが、市外においてはい

ろんな業界の方もいらっしゃるということであ

って、その辺の選び方なども、今後十分注意を

する必要があると思いますが、よろしくお願い

します。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、１０款教育費、１１款災害復旧費につ

いての質疑、発言を許します。谷江正照委員。 

○谷江正照委員 １０款教育費でお伺いいたし

ます。 



－１２９－ 

 このたびタブレット型ＰＣの小中学校への配

付になるわけですけれども、今回、このタブレ

ット型ＰＣに対してのソフトやドリルの部分の

利用関係について、まずネット環境が必要なも

のかどうか、お聞きしたいと思います。 

○棚井裕一委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 この学習支援サービ

スというものは、学びに関するコンテンツ、そ

れをサーバーから配信するオンラインサービス

のことでありまして、ネット環境が必要である

というようなものであります。 

○棚井裕一委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 このネット環境を利用したソ

フトやドリルなんですけれども、他の自治体に

おいては、ログインできないというような事象

も発生しているという事案がございます。そう

いったことがありますので、ぜひそういったこ

とのないように円滑に進むようお願いしたいん

ですが、そういった体制は既にできていますで

しょうか。 

○棚井裕一委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 基本的には一人ひと

りライセンスを取るということになります。そ

れで多分パスワード等の付与になるのではない

かというところがございます。そちらについて

も、事前にしっかりとチェックをしながら進め

ていくべきものと考えております。 

○棚井裕一委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 よろしくお願いします。 

 その不具合があった部分での症例を一事お話

ししますと、ログインが集中して、アクセスが

集中してならなかったということもありますの

で、パスワード、ＩＤは問題なくても起きる事

案でありますので、ぜひしっかりとお願いしま

す。 

 また、このソフトを活用して、先生が、子ど

もがそのソフトを使っている頻度とか、習熟度、

そういったものを見られるようになっているも

のなのかどうかお示しください。 

○棚井裕一委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 基本的にはコミュニ

ケーションシステムというのも掲載されている

ということになりますので、チェック等はでき

るものというふうに捉えております。 

○棚井裕一委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 最後に、これは基本のキであ

りますが、セキュリティーやフィルタリングに

対してしっかり対応していただくというのは、

これはもう当たり前のこととして要望いたしま

す。よろしくお願いいたします。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で歳出についての質疑を打ち切ります。 

 次に、歳入並びに繰越明許費、債務負担行為

及び地方債についての質疑、発言を許します。

神保光一委員。 

○神保光一委員 繰越明許費の８款土木費５項

住宅費の空家等対策事業費についてお伺いしま

す。 

 こちらは特定空家ということで、旧トキワ館

の解体についてという御説明でした。年度内の

実施が困難だということでしたが、まず１点、

年度内にまず困難である理由を具体的に聞かせ

てください。 

 ２つ目として、旧トキワ館の今後のスケジュ

ール、３つ目で、こちらは確認も兼ねてなんで

すが、解体に関してトータルでどのぐらい見込

みで費用がかかるかお聞かせください。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 
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○須貝信亮建設課長 １点目、繰越しの理由と

いうことでございますけれども、この間、私ど

もで特定空家の認定ということでこれまで進め

てきましたけれども、まずは大きな理由につき

ましては、所有者側と事業を今後活用する事業

者の関係で交渉をしていただいていると、ＮＰ

Ｏのランドバンクのほうで交渉をしている状況

なんですけれども、その中で、やはり財産の処

分に関するものであるというふうなことで時間

を要していると。 

 それから、コロナの関係でなかなか往来なり、

やり取りなり、物件を所有者のほうで見て、そ

れに基づいた交渉がなかなかできなかったとい

うふうなことを伺っておりますので、今後につ

きましては、今月中にそういった交渉を調えた

いというふうに伺っておりまして、令和３年度、

新年度の早い段階で解体という方向で進めてい

ただきたいということを促していければという

ふうに考えております。 

 ２つ目のスケジュールの部分につきましては、

今、申し上げたような流れで確認をしていけれ

ばなというふうに思っております。 

 ３点目、解体の事業費、解体の費用というこ

とだと思いますけれども、建物的には７００平

米ほどあると、２００坪強の建物となっている

という状況で、解体の費用は約１,２００万円

かかるというふうに伺っております。 

○棚井裕一委員長 神保光一委員。 

○神保光一委員 ここの旧トキワ館に関してな

んですが、今、所有者、事業者含めていろいろ

交渉されているということですが、解体された

跡地について、交渉の中で具体的に何か話が出

ているとかあるのかということと、あとは、こ

このエリアというのがランドバンクエリアにか

かっていまして、それに対して、市のほうでの

今後の対応、姿勢についてお伺いしたいと思い

ます。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 １点目、跡地の部分、取

組につきましては、今、ＮＰＯで交渉をしてお

りますので、具体的なことを申し上げることは

できませんけれども、上山市のまちづくりに寄

与する施設というふうなことを検討していただ

いているというふうには伺っております。 

 御発言のとおり、ランドバンクエリアであり

ますので、我々引き続きＮＰＯを支援する形で

中心市街地の活性化なり、空家対策をしっかり

進めていきたいというふうに考えてございます。 

○棚井裕一委員長 神保光一委員。 

○神保光一委員 この旧トキワ館に関しては、

やはりランドバンクのエリアでもかなり中心に

近いところですし、具体的に取り組んでいただ

ければと思います。 

 また、今後に関しても、水面下でいろいろ動

いていただいているとは思うんですけれども、

より具体的に動いていただければと思いますの

で、よろしくお願いします。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 今のに関連してですが、ここ

を解体すると、後に旧よね本旅館が出てきます。

登録有形文化財ですが、非常に目立たないとい

うか、入りにくい道路でして、ここを更地にす

ることによって旧よね本旅館の活用なども出て

くると思うんですが、そういったことも含めて、

今、検討をされているという認識でよろしいで

すか。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 ＮＰＯのほうから現時点

で伺っておりますのは、先ほど申し上げたよう

な、まず旧トキワ館の部分を中心とする取組と
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いうことで、御発言の旧よね本旅館の部分につ

きましては、やはり利活用する事業者の考え方

がありますけれども、将来的には一体となるよ

うな考え方を持っているやに伺っておりますけ

れども、まずは道路側、旧トキワ館の部分につ

いて進めていったその延長上になるという、そ

ういう話かなと認識しておりますので、今、裏

側まで全て含めているということは申し上げる

ことはできないところでございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

守岡等委員。 

○守岡 等委員 １２ページ目の国庫支出金に

関してですけれども、今回、歳出のほうではこ

の新型コロナウイルス感染症対応ということで

財源更正の整理ということが行われました。歳

入の面でもこの間、国のほうで３次にわたる補

正予算が組まれて、その中でこの地方創生臨時

交付金というのが３回ほど交付されたわけです

けれども、その内訳、本市に具体的にどれぐら

い交付されたのかというのが１つです。 

 それと、本市１３回の新型コロナの対応策を

講じてきたということで、市の単独事業なんか

も幾つかあったようですけれども、市の持ち出

しがなかったのかどうか。もしあったとすれば、

どういう財源構成なのかお知らせください。 

○棚井裕一委員長 財政課長。 

○平吹義浩財政課長 先ほどの説明の中で申し

上げておりますけれども、臨時交付金につきま

しては、今回の補正は２次交付金の残の補正と

３次補正の一部ということでございまして、今

まで１次から２次までトータルしますと８億２,

１００万円ほど臨時交付金が来ることになって

いますけれども、今現在、臨時交付金は６億９,

９００万円を充当しているというような状況で

ございます。 

 一方、様々な事業にその一般財源等々がどう

いうふうに使われているかという御質疑かと思

いましたけれども、このコロナ対策の事業費全

体を合わせますと、９億７,６００万円の事業

費を組みました。 

 この中で、財源としましては直接国の交付金

からの補助金等入ってくるものであるので、こ

の９億７,６００万円に臨時交付金は６億９,９

００万円を充てます。一般財源なんですけれど

も、１億４,１００万円ほど一般財源を充てて

おります。 

○棚井裕一委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 了解しました。 

 あと、地方創生臨時交付金ともう一つ、国の

ほうから緊急包括支援交付金というものが示さ

れていまして、これは医療関係を中心に県のほ

うに交付されるという制度ですけれども、本市

においても、この緊急包括支援交付金の活用が

あったのかどうかお示しください。 

○棚井裕一委員長 財政課長。 

○平吹義浩財政課長 今の緊急包括支援事業費

補助金につきましては、県に来るお金でござい

まして、そこから県経由で市のほうに来る場合

もありますけれども、本市におきましては、９

月補正で補正しておりますけれども、６３０万

円ほど歳入として受けまして、歳出としまして

は、事業としましては、保育園、市立、民間立

問わずそちらのほうの感染防止用の消耗品、消

毒剤、あるいは施設によりましては空気清浄機

等、そういったものの購入に充てられておりま

す。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第３号議案に対する質疑を終結いた
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します。 

 次に、討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第３号令和２年度上山市一般会計補正予算

（第１５号）は、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第３号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４号 令和２年度上山市国民健 

      康保険特別会計補正予算 

      （第２号） 

 

○棚井裕一委員長 次に、議第４号令和２年度

上山市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第４号令和２年度上山市国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）について御説明申し上げま

す。 

 補正予算書の２５ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）は、次に定めるところによる

ものであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１億４,９００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ３５億３,０００万円とするものでありま

す。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細

書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、３４ページ、

３５ページをお開き願います。 

 ２款保険給付費１項１目一般被保険者療養給

付費は４,９４９万３,０００円を追加し、補正

後の額を２１億７８８万７，０００円とするも

のでありますが、一般被保険者の療養給付費の

実績見込みにより増額するものであります。 

 ２項１目一般被保険者高額療養費は、補正額

３,３００万３，０００円を追加し、補正後の

額を３億８９９万７，０００円とするものであ

りますが、一般被保険者の高額療養費の実績見

込みにより増額するものであります。 

 ３款国民健康保険事業費納付金１項１目一般

被保険者医療給付費は、補正額ゼロ円でありま

すが、新型コロナウイルス感染症の影響による

保険税減免等に対する災害臨時特例補助金の増

額に伴い、財源更正を行うものであります。 

 ８款諸支出金１項３目国庫支出金等返還金に

６,６５０万４，０００円を追加し、補正後の

額を６,６６０万４,０００円とするものであり

ますが、前年度の県支出金の保険給付費等交付

金等の精算により超過額を返還するため増額す

るものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 ３２ページ、３３ページをお開き願います。 

 ３款国庫支出金１項１目災害臨時特例補助金
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に１６９万円を追加し、補正後の額を１７０万

円とするものでありますが、新型コロナウイル

ス感染症の影響による保険税減免等に対する補

助金を増額するものであります。 

 ４款県支出金１項１目保険給付費等交付金に

８,２４９万６,０００円を追加し、補正後の額

を２４億７,３０２万４，０００円とするもの

でありますが、普通交付金を増額するものであ

ります。 

 ６款繰入金１項１目一般会計繰入金は４５３

万２,０００円を追加し、補正後の額を２億８,

８０２万２，０００円とするものでありますが、

財政安定化支援事業繰入金を増額するものであ

ります。 

 ２項１目基金繰入金から４,９２２万７,００

０円を減額し、補正後の額を３,１９７万６，

０００円とするものでありますが、決算見込み

により減額するものであります。 

 ７款繰越金１項１目繰越金に１億９５０万９,

０００円を追加し、補正後の額を１億１,０５

０万９,０００円とするものでありますが、前

年度繰越金を増額するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○棚井裕一委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４号令和２年度上山市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決

すべきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第５号 令和２年度上山市介護保 

      険特別会計補正予算（第 

      ３号） 

 

○棚井裕一委員長 次に、議第５号令和２年度

上山市介護保険特別会計補正予算（第３号）を

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第５号令和２年度上山市介護保険特別会計補正

予算（第３号）について御説明申し上げます。 

 補正予算書の３６ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の介護保険特別会計補正予

算（第３号）は、次に定めるところによるもの

であります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ１億４,４００万

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４０億５,６５０万円とするものであり

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細
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書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、４５ページ、

４６ページをお開き願います。 

 ２款保険給付費１項１目居宅介護サービス給

付費から２億１,７３０万円を減額し、補正後

の額を１２億４,０８４万円とするものであり

ますが、通所介護、訪問介護等の給付費の実績

見込みにより減額するものであります。 

 ３目地域密着型介護サービス給付費に２,２

００万円を追加し、補正後の額を７億２４２万

３,０００円とするものでありますが、小規模

多機能型居宅介護等の給付費の実績見込みによ

り増額するものであります。 

 ５目施設介護サービス給付費から２,４００

万円を減額し、補正後の額を１１億８,９７５

万６,０００円とするものでありますが、介護

老人保健施設サービスなどの給付費の実績見込

みにより減額するものであります。 

 ８目居宅介護住宅改修費から５２０万円を減

額し、補正後の額を８４６万１,０００円とす

るものでありますが、給付費の実績見込みによ

り減額するものであります。 

 ９目居宅介護サービス計画給付費から１,５

００万円を減額し、補正後の額を１億５,５７

８万４,０００円とするものでありますが、計

画作成の給付費の実績見込みにより減額するも

のであります。 

 ２項１目介護予防サービス給付費に５００万

円を追加し、補正後の額を６,４１６万２,００

０円とするものでありますが、介護予防訪問看

護等の給付費の実績見込みにより増額するもの

であります。 

 ４項１目高額介護サービス費に３５０万円を

追加し、補正後の額を７,４６６万３,０００円

とするものでありますが、サービス費の実績見

込みにより増額するものであります。 

 ６項１目市町村特別給付費は、補正額ゼロ円

でありますが、保険者機能強化推進交付金が措

置されたことに伴い、財源更正を行うものであ

ります。 

 ７項１目特定入所者介護サービス費に７００

万円を追加し、補正後の額を１億６,９０３万

１,０００円とするものでありますが、サービ

ス費の実績見込みにより増額するものでありま

す。 

 次のページをお開き願います。 

 ３款基金積立金１項１目介護給付費準備基金

積立金に８，０００万円を追加し、補正後の額

を８,０５０万円とするものでありますが、決

算見込みにより介護給付費準備基金積立金を積

み立てるため増額するものであります。 

 ４款地域支援事業費１項１目介護予防・生活

支援サービス事業費（１号訪問・通所・生活支

援）は、補正額ゼロ円でありますが、介護保険

保険者努力支援交付金が措置されたことに伴い、

財源更正を行うものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 ４３ページ、４４ページをお開き願います。 

 ３款国庫支出金２項１目調整交付金から２,

４００万５,０００円を減額し、補正後の額を

２億４,７９５万５,０００円とするものであり

ますが、保険給付費等の実績見込みや交付割合

の変更より算出した額に基づき減額するもので

あります。 

 ５目保険者機能強化推進交付金は４２３万９,

０００円の皆増でありますが、自立支援重度化

防止の取組に対する交付金を措置するものであ

ります。 

 ６目介護保険保険者努力支援交付金は４４２

万６,０００円の皆増でありますが、介護予防、
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健康づくり等の取組に対する交付金を措置する

ものであります。 

 ７目介護保険災害等臨時特例補助金は７万６,

０００円の皆増でありますが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響による保険料減免に対する補

助金を措置するものであります。 

 ４款支払基金交付金１項１目介護給付費交付

金から８,９６４万２，０００円を減額し、補

正後の額を９億５,９３１万８，０００円とす

るものでありますが、保険給付費の実績見込額

に、２号被保険者の負担割合を乗じた額を減額

するものであります。 

 ５款県支出金１項１目介護給付費負担金から

４,１８２万円を減額し、補正後の額を５億１,

７６３万円とするものでありますが、保険給付

費の実績見込額に県の負担割合を乗じた額を減

額するものであります。 

 ７款繰入金１項１目介護給付費繰入金から４,

０７１万３,０００円を減額し、補正後の額を

４億４,６２２万２，０００円とするものであ

りますが、保険給付費の実績見込額に市の負担

割合を乗じた額を減額するものであります。 

 ４目低所得者保険料軽減繰入金に１８３万３,

０００円を増額し、補正後の額を４,０１１万

７，０００円とするものでありますが、第１号

被保険者負担軽減額の実績見込額に市の負担割

合を乗じた額を増額するものであります。 

 ２項１目介護給付費準備基金繰入金は３,７

３６万２，０００円の皆減でありますが、歳入

歳出の決算見込額により減額するものでありま

す。 

 ８款繰越金１項１目繰越金に７,８９６万８，

０００円を増額し、補正後の額を１億３,８９

７万８,０００円とするものでありますが、前

年度繰越金を増額するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○棚井裕一委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 介護給付サービス費がかなり

減っておりますけれども、これをどのように分

析しているのか。介護予防が功を奏しているの

か、あるいは介護職員の人員不足というのが要

因なのか、あるいは利用料が高過ぎるからサー

ビスを受けられない人が出ているのかというそ

の辺の分析をどのように考えていますか。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 予算上は、予算額と

比較すると、今回減額というところがあります

が、令和元年度の決算額と比較しますと減少は

しておらず、決して需要が減っているというよ

うな分析はしておりません。 

○棚井裕一委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 十分なサービスを想定したと

いう予算、こういう理解でよろしいですね。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 おっしゃるとおりで

ございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第５号令和２年度上山市介護保険特別会計

補正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべ

きものと決することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

散  会 

 

○棚井裕一委員長 以上で当委員会に付託され

ました議案のうち、令和２年度の補正予算３件

についての審査が終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは、正副委員長に御

一任願いたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは、正副委

員長に一任することに決しました。 

 本日はこれにて予算特別委員会を散会いたし

ます。 

 次の予算特別委員会は、３月５日に開催いた

します。 

 御苦労さまでした。 

    午後 ２時２８分 散 会 

 


